




結果と結論 

 前述の 16,708 名の妊婦のうち,精密検査の対象になったのは 119 名(0.71%)であり,その

65 名が精密検査に応じた。精密検査の結果 37名に甲状腺疾患があり,このいずれも初めて

発見されたものである。疾患の内訳は表に示した通りである。'妊娠経過中治療を要したの

は,亢進症 8名,低下症 3名であった。確定診断のついた亢進症6名(5 名治療),低下症 1名

(治療),橋本病 2名,甲状腺腫 6名の計 15 名につき出産後の母子を検査しているが,橋本病

の 1例で IUGR と新生児一過性甲状腺機能亢進が,甲状腺腫の 1例で新生児一過性甲状腺機

能低下症があった。甲状腺腫で流産と過体重児が各1例,橋本病で早産 1例があった。また

産後の甲状腺機能低下症と甲状腺機能亢進症が各 1例あった。 

 甲状腺疾患として管理を要する妊婦は 1000 名から 1500 名はいると推定できる。 


